
【2022年第3回】住民参加と復興まちづくりを考える 2022.8.27

熊本の現状と課題
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対応

■参加とは

・苦情を言う
・要望する
・意見を言う
・○○委員になる
・提案する
・協議する
・一緒に検討する
・一緒にやる



参加を考える際のポイント

• 参加の対象とするエリアの大きさを踏まえる必要
→球磨川の流域全体 →ダム →流域治水
→市町村 → →
→地区 → →

• 所管を踏まえる必要
→国、県、市町村
→河川、市街地整備、産業、山林、、、 →流域治水
→参加が得意なところ、不得意なところ

• 住民とは誰か
→地権者
→居住者、事業者、世帯主、老若男女、子供
→市民、県民、関心のある人
→賛成する人、反対する人



行政住民

■参加から主体へ

提案

支援・住民参加の署名活動
・旧本吉町の復興計画の検討
・大谷まちづくり勉強会
・大谷里海づくり検討委員会

どう議論の土俵を
設定するのか



■参加から主体へ

• 信頼関係をどう構築するのか
→対話できる関係性の構築

住民 ⇔ 行政
住民 ⇔ 住民

→個人の意見では行政は対応できない
→どこで、どうオーソライズするのか

• 共感度上げ、共通言語を増やす
→地域で守りたいものをはっきりさせる（アイデンティ
ティ）

→部分的合意形成
→共同作業（お祭り、植栽）
→もう2年だけど、まだ2年
→妥協のマネージメントも必要



行政住民

■参加から主体へ、必要なのはお互いの歩み寄り

信頼、土俵



ご清聴ありがとうございました
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